
雷切®(DRC/LVS) 

【概要】 

 マスクDRC(Design Rule Check)、及びLVS(Layout vs. Schematic) 
検証を実行するEDAツールです。 

【特徴】 

• 業界のデファクトスタンダードとなっているルールファイルを 
スクリプト変換なしで読み込めます。 

• GUIベースのインターフェースであり、操作が容易です。 

• Windows®、及びLinux(RedHat®8以降)に対応しています。 



動機 

• 0.18μm等のプロセス、及び数千トランジスタ級ICの開発に 
超高額の最先端EDAツールは必要か？ 

• EDA支出を抑えつつ外注レイアウトは出来ないか？ 
外部の人間をあまり中に入れたくない。 

• カスタムレイアウトをリモートワークで行えないか？ 

• クラウドEDAは使いたくない 



導入 

• ライセンスキーを兼ねたUSBを刺してbinディレクトリ下にある
rk.exe(Linuxの場合はrk)を実行するだけです。 
その場合、インストール作業は不要です。 

• 実行モジュールをディスクにコピーして実行することも出来ま
す。その際の設定も容易です。 



メイン画面 
設定ファイル 

作業ディレクトリ 

設定読み込み 

設定保存 

終了 

GDSデータ 

実行状況表示 実行ログ表示 



DRC関連 

DRC実行 

DRCルール 
ファイル 

GDSデータ 

DRCログ表示 
（エラーマーカー） 

DRCログ 
ファイル名 



LVS関連 

LVS実行 

LVSルール 
ファイル 

CDL(SPICE) 
データ 

LVSログ表示 

LVSログ 
ファイル名 

CDLネット表示 
（フラット表示） 

GDSネット表示 
（デバイス座標も） 



DRCログ例 

[Run Log]ボタンを 
押して表示します 

サマリーセクションに 
出力がない場合は 
DRC-OKです 



DRCエラー例 

サマリーセクションに 
エラー名とエラー数 
が表示されます。 

DRC Log File Nameで指定した 
ファイルにエラー情報が 
出力されます。 
 

標準フォーマットに準拠しており、
各種レイアウトエディタで 
エラーマーカー表示が可能です。 



LVSログ例 

[LVS Log]ボタンを 
押して表示します 

この表示の場合 
LVS-OKです 



備考 

• フラット検証を行います。 

• 入力ファイル等の指定はGUIベースで行います。 
（ルールファイルは極力操作しないポリシーのため） 

• LVSにおいてポート名（ピン名）が一致しない場合、その時点
で実行終了します。（設計安全性のため） 

• 設定等で必要性が低いと判断した未サポート記述が 
あります。ご要望により仕様追加いたします。 


